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はじめに 

 

 

 

本書は、ＮＥＤＯ技術委員・技術委員会等規程第３２条に基づき研究評価委員会において

設置された「低炭素社会を実現するナノ炭素材料実用化プロジェクト（研究開発項目①-4

～11、②-1-2、②-2、②-3-4～5）」（事後評価）の研究評価委員会分科会（平成２９年１０月

１７日）及び現地調査会（平成２９年１０月３日 於 産業技術総合研究所つくば第５事業

所）において策定した評価報告書（案）の概要であり、ＮＥＤＯ技術委員・技術委員会等規

程第３３条の規定に基づき、第５５回研究評価委員会（平成３０年３月１６日）にて、その

評価結果について報告するものである。 
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国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 研究評価委員会 
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「低炭素社会を実現するナノ炭素材料実用化プロジェクト 

（研究開発項目①-4～11、②-1-2、②-2、②-3-4～5）」（事後評価） 

評価概要（案） 

 

１． 総合評価 

ナノ炭素材料の実用化・事業化に向けては民間企業では困難な課題が多い中、NEDO が

長期に渡って事業を推進してきたことは評価できる。テーマ選定や目標値設定は適切で、基

礎的かつ多面的な解析及びアプローチと科学的根拠に基づく現象解明・実証を確実に実施し

てきた。CNT 分散状態評価技術、CNT ゴム複合材料及びグラフェン薄膜技術等の優れた成

果が得られているとともに、ナノ炭素材料の取扱いに係る安全性に関する研究成果を国内外

に向けて発信しており、国際標準化への努力も認められる。また、成果には実用化・事業化

の目途の立った内容が多く、日本ゼオン・産総研 CNT 冠研究所やカーボンナノチューブ・

アライアンス等、終了後の実用化に向けた取組みも行われており、今後の実用化・事業化が

期待できる。 

今後、安全性・リスク評価の確立等によって国際標準化を推進し、国際競争力を更に高め

ていくことを期待する。また、展示会等で新技術をより多くの企業に認知していただき、社

会実装へ向けた技術移転が進展することを祈念する。 

 

２．各論 

２．１ 事業の位置付け・必要性について 

ナノ炭素材料は、省エネや CO2 削減への貢献が期待される新素材であり、その実用化に

主眼を置いた本事業の目的は妥当である。これまで従来製品との価格競争や安全面の担保が

できていないなどの理由で、民間企業が開発を進めるのにはリスクがあり、またその間に欧

米が開発資金を投入して国際的な競争が進む中で、NEDO が先導してナノ炭素材料の早期

実現化と安全性等の国際標準化を進めたことは高く評価できる。実用化に達した部材が複数

開発され、民間企業からの投資も始まっていることから、費用対効果は十分得られていると

認められる。 

 

２．２ 研究開発マネジメントについて 

技術動向や市場動向を踏まえて、概ね適切な目標が設定されており、またナノ炭素材料に

関する幅広い応用分野を網羅し、実用化・事業化を念頭に置いた研究開発計画が立てられて

いる。各企業と産総研の密接な連携のもと共同研究が進められているとともに、複数の企業

が参画し具体的な製品開発に繋がる体制が整っている。研究開発管理は、定期的に進捗報告

会を開催するなど、概ね適切であったが、一方で頻度が多く、負担になった面もあったので

はないかと思われる。知財戦略については、ナノ炭素材料の想定される多くの用途において
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特許出願を進めており、評価できる。 

一方、海外においては、カーボンナノチューブ（CNT）大量合成や積極的な実用化の面

で、中国などが進んできており、これにどう対処していくかという視点が望まれる。 

ナノ炭素材料は幅広い分野への応用が期待されているため、これまでの NEDO の研究成

果・資産を今後も有効に活用して欲しい。 

 

２．３ 研究開発成果について 

ほとんどのテーマで最終目標を達成しており、CNT 分散状態評価技術、CNT ゴム複合材

料及びグラフェン薄膜形成技術等、幾つかのテーマでは世界トップレベルの特筆すべき成果

が得られている。いずれも実用化・事業化のシーズになり得る内容といえる。ナノ炭素材料

の安全性については、日本語のみならず英語の安全性試験総合手順書等も作成して積極的に

公開しており、国際標準化への取組が認められる。 

成果普及に関しては、展示会等への出展回数が少ないようである。本研究の成果は国民の

目に映りにくい素材や製品への応用であるので、展示会などで新技術を積極的により多くの

企業に対して明示・宣伝して、実用化へフィードバックすることが望まれる。 

今後、本事業で得られた成果を広く企業に移転し、知財を活用していくことを期待する。 

 

２．４ 成果の実用化・事業化に向けた取組及び見通しについて 

複合材料については大きな市場が予想され、日本ゼオン・産総研 CNT 冠研究所やカーボ

ンナノチューブ・アライアンス等によるプロジェクト成果の実用化への仕組みづくりが積極

的に行われている。また、各社においては事業戦略に基づく事業化に向けた取組みが行われ

ており、本事業の実用化・事業化が期待できる。単層 CNT の量産化が開始されたことや、

グラフェンに関してベンチャー会社が起業されたことは特に評価できる。 

一方、競合技術・製品に対する優れた性能を有する反面、コスト優位性に関しては、より

明確化することが望まれる。今後は、更に性能を向上させた製品を見出す、或いは量産化な

どで価格を下げることで、既存製品への置き換えを図るなど、社会実装に向けた具体的な取

組みに期待する。また、事業化戦略には、海外での競争力を強化するため、環境・安全面の

評価をセットで製品化するなどの配慮や、関係者間の情報共有と情報管理に注力頂きたい。 
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評点結果〔プロジェクト全体〕 

評価項目 平均値 素点（注） 

１．事業の位置付け・必要性について 2.9  A A A B A A A 

２．研究開発マネジメントについて 2.4  A B B B A B A 

３．研究開発成果について 2.9  A A A A A B A 

４．成果の実用化・事業化に向けた取組及び 

  見通しについて 
2.4  

B A B B A B A 

（注）素点：各委員の評価。平均値は A=3、B=2、C=1、D=0 として事務局が 

数値に換算し算出。 

 

〈判定基準〉 

１．事業の位置付け・必要性について ３．研究開発成果について 

・非常に重要          →A 

・重要             →B 

・概ね妥当           →C 

・妥当性がない、又は失われた  →D 

・非常によい         →A 

・よい            →B 

・概ね妥当          →C 

・妥当とはいえない      →D 

 

２．研究開発マネジメントについて 

 

４．成果の実用化・事業化に向けた取

組及び見通しについて 

・非常によい          →A 

・よい             →B 

・概ね適切           →C 

・適切とはいえない       →D 

・明確            →A 

・妥当            →B 

・概ね妥当          →C 

・見通しが不明        →D 

  

2.4 

2.9 

2.4 

2.9 

0.0 1.0 2.0 3.0

４．成果の実用化・事業化に向けた取

り組み及び見通し

３．研究開発成果

２．研究開発マネジメント

１．事業の位置付け・必要性

平均値 
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